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研究成果の概要（和文）：退職後には保険者や健診実施主体が移行するため、継続的観察が不可能となる。そこ
で１）退職後も継続して健康管理サービスが提供される企業の退職者を対象にした診療、健診、死亡のデータ
と、２）企業在職期間の長期間にわたる健診データと退職後の医療機関受診データの連結による統合解析を行っ
た。健診で指摘されるメタボリックリスク要素数が多いほどあらたに高血圧用剤、高脂血症用剤、糖尿病用剤の
処方リスクが上昇すること、健診で指摘されたメタボリックリスク要素を減らすことでその後の発症を抑えるこ
とが可能であることが明らかとなった。また20年のスパンでの健診結果と、退職後の糖尿病、脂質異常、高血圧
発症の関連も示された。

研究成果の概要（英文）：Post-retirement period is a life stage accompanying risk of 
lifestyle-related disorders. However, shift of health insurers and check-up service providers after 
retirement interrupts the follow-up of health status. Our work handled these matters by 1) 
integrated analysis of health insurance claim, health check-up, and death data of retirees whose 
health care is managed by their ex-employer corporate, and 2) linkage of long-term health check-up 
data during employment and health claim data after retirement. The results showed that prescription 
for hypertension, hyperlipidemia, or diabetes during the follow-up period rises in proportion to the
 metabolic component accumulation at baseline check-up, while intervention for the risk reduction 
lower the incidence of metabolic disorders. Additionally, a significant elevation of the risk for 
metabolic disorders was observed among people whose health check-up of even 20 years ago indicated 
high values of blood pressure, lipid, or glucose profiles.

研究分野：ヘルスケア情報科学

キーワード： レセプト　健診　医療費　メタボリック・シンドローム　生存分析
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研究成果の学術的意義や社会的意義
企業労働者は在職期間中には職域健診による健康管理と、加入健康保険による医療受診が継続して保障されてい
るが、退職後は健診、医療保険とも地域に移行し、継続的データにもとづく健康管理が不可能となる。本研究で
は退職前後のデータを連続化し、長期的な観察データに基づく予防対策を目指している。結果では20年も過去の
職域健診結果が、退職後のメタボリックシンドローム関連疾患による受診と有意に関連しており、在職期間の健
康づくりが退職後の疾病発症予防に不可欠であるといえる。またメタボリックリスクが重積している場合でも、
非医学的介入でリスクを減少させることで、疾病発症リスクを有意に減少させることが可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



 

１． 研究開始当初の背景 
 
 「平成 23年患者調査」によると、人口 10万あたりの受療率は入院、外来とも 60 歳代からの
上昇が顕著となる。この年齢期は大部分の勤労者にとって退職を迎えてからの人生期間に相当
する。退職後の生活習慣病予防には在職時からの健康管理が重要な意義をもつが、在職時には
特定健康診査や事業主健診などの機会を通して健康保険組合や雇用主からの各種サービスをう
けている企業従業者も、退職により加入保険が移行すると特定健診の実施主体も同時に移行す
るため、退職前後でレセプトでの診療情報や健診情報の連続性に断裂が生じる。 
 一方、国のレベルでは本年度を助走期間として「被用者保険におけるデータ分析にもとづく
保険事業（データヘルス事業）」の実施をすべての健康保険組合に求めている。これは 2013 年
6 月に閣議決定された「日本再興戦略」で特に強調されているように、健康保険組合が保有す
るレセプトデータと健診データを統合して有効活用することで、国家的アジェンダである健康
寿命の延伸を実現しようとする事業である。この事業の一つの大きな課題としては、退職によ
る健康保険組合からの脱退により生活習慣病発症リスク上昇が見込まれる被保険者の追跡が困
難となることがあげられる。 
 
２． 研究の目的 
（１）企業在籍時の診療データ（レセプト情報）・健診データと退職後の診療データ・健診デー
タの連続化を行うことで、退職時点をまたいでの健診データの系年的変化と診療データ（医療
費、診療日数、傷病名）の系年的変化の分析を可能にする。 
（２）健康指標で評価される在職時の健康状態が、診療データで評価される退職後の罹患状況
を予測できるかを明らかにする。 
（３）一部の退職者にはウェアラブルセンサーを装着してもらい、歩行や睡眠などの身体活動
に関する情報の提供をうけ、健診データや診療データとの関連性を明らかにする、 
（４）また一部の退職者には、Webを活用したプッシュ式健康情報を提供するが、それに付随
してこれまでの医療費の変化と最新の健診結果を視覚化して提示することで、健康意識の高揚
を図りつつ健康指標の変化を測定する。 
 
３． 研究の方法 
 
 Ａ社健康保険組合加入者を対象とする。被保険者数は約 14 万人で、2009 年 1 月からレセプ
トデータが電子化されており、特例退職被保険者数は約 2万人である。健診データは 2004 年受
診分から電子化されており、2009 年からは特定健診として健保組合が電子化されたデータを保
管している。特例退職被保険者もこの特定健診の対象者であるので、健診データは健保組合に
おいて保管される。この特例退職被保険者の過去の電子データとレセプトデータを入手し、両
者の突合作業を行う。健保に保管されている電子診療データは、「社会保険診療報酬支払基金」
のホームページに公開されているサンプルファイルと同一フォーマットに統一されており、「固
有テキスト情報ファイル」と「レセ電コード情報ファイル」から構成される。前者から抽出さ
れる項目は、入外別種別コード、性別、年齢、診療実日数、傷病名コード、傷病名、主傷病コ
ード、転帰、決定点数などである。個人や受診機関を識別できる項目は事前に削除を依頼する。
後者ファイルからは医薬品レコードを入手する。特定健診では通常の基本項目である身体計測、
腹囲、脂質、肝機能、血糖、心電図などが測定されており、また約 10項目から構成される詳細
な生活習慣に関する自記式質問票からのデータが得られている。レセプト情報ファイルと健診
ファイルの連結化作業では、あらかじめ外部で匿名化されたファイルを受け取り、連結化に必
要な鍵はＡ社健保組合でのみ管理される。身体活動の記録ためには、ウェアラブルセンサーを
1 週間装着していただく。センサ内の記録内容はブルートゥースでパソコンやタブレット端末
に転送可能である。 
 もう一つの対象集団は、Ｂ社退職後、Ｔ市（人口 42 万人）に在住する退職者（年齢 60～74
歳）から募集した者で、さまざまな情報収集を行うことで研究用のデータベースを構築する。
研究協力者については、退職後に加入したＴ市国保の診療データを継続的に入手する。抽出さ
れる項目は、入外別種別コード、性別、年齢、診療実日数、傷病名コード（ICD-10）、傷病名、
主傷病コード、決定点数などである。個人や受診機関を識別できる項目は事前に削除を依頼す
る。 



４．研究成果 
 
 健診項目値（血圧、HbA1c、LDL コレステロール等）に対する、生活習慣病関連項目から推定
される定量的影響が算出され、行動変容による期待値の試算が可能となった。 
 健診データと埋葬料データの解析結果から、死亡者の生前の健診データの傾向解析により、
がん死亡では、出血や栄養障害、副作用等によると思われるヘモグロビン値や BMI、HDL コレス
テロール、LDL コレステロールの低下を認める一方、循環器死亡では変化が見られないなど、
死因によって特徴があった。 
  健診データに基づく心臓カテーテル検査実施のリスク解析では、多量飲酒者、降圧薬や糖
尿病薬の内服者で脳血管疾患や貧血病歴ありの者でリスクが上昇する結果となった。 
 メタボリックリスク要素数(高血圧、糖尿病、脂質異常、腹囲)と、医療費や、新規発症との
関連解析では要素数が多いほど、その後の 4年間に生活習慣病関連の薬剤を処方されるリスク
が有意に増加した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 健診結果でいくつかのメタボリックリスクの要素の存在が指摘された場合、リスク要素数が
増減すると、その後のメタボリック・シンドローム関連疾患の発症率が有意に変化することが
示され、１年間に服薬以外の方法でリスク数を一つ減らすだけでも予防効果が得られることが
明らかとなった。 
 



2011 年度に各薬物が処方されるリスク（2009 年度、2010 年度とも処方なしの場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

喫煙習慣、飲酒習慣も補正要因として含む。 

***：p < 0.001, **：p < 0.01, *：p < 0.05 

  
 死亡診断書記載の死因とレセプト記載の傷病名の一致に関して、クモ膜下出血、脳内出血、
脳梗塞の 3 疾患について両者を照合したところ、2 割から 5 割程度の範囲で不一致がみられ、
死因となった傷病は必ずしも治療を受けていた傷病ではない場合が多いことが明らかとなった。 
 
死因と過去のレセプト傷病名との対応 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

該当疾患の傷病名なし：死因と同じ傷病名が記載されたレセプトが2010 年度までさかのぼっても突合されない。 

  

 企業在職中の健診結果と退職後の国民健康保険レセプトの照合は、400 名近くの退職者から
協力が得られ、1992 年までさかのぼった健診結果と、2015 年までのレセプトデータを入手して
解析が可能であった。。2008 年以降は配偶者の健診結果も入手しているため、女性のデータが
多くなっている。 
 
 



研究対象者の系年的健診受診者数の変化 
 2008 年、2000 年、1992 年のいずれの健診
結果においても、血圧値、脂質値、空腹時血
糖値に異常が見られた場合、2014 年度に糖尿
病、脂質異常症、高血圧のいずれかで受診し
ているリスクが有意に上昇していることか
ら、在職時に有するリスクは 20 年以上経過
した退職後の疾病発症に関連していること
が明らかとなり、在職期間の若年時や中年時
からの健康管理が退職後の疾病予防に不可
欠であることが明確となった。 
 
 
 
 
 

過去の健診結果と 2014 年のレセプト傷病名との関連 
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